
し ほ こ 通 信                

生活保護申請を阻むものを取り除こう  

役
所
の
支
援
窓
口
も
お
休
み
に
な
る

年
末
に
給
与
未
払
い
の
ま
ま
、
外
国
人

労
働
者
な
ど
に
対
し
て
雇
用
契
約
解
除

を
一
方
的
に
行
な
う
。
こ
ん
な
こ
と
を

平
気
で
す
る
倫
理
観
０
の
企
業
が
あ
る

こ
と
が
情
け
な
い
で
す
。 

年
明
け
か
ら
、
福
祉
課
、
社
協
、
納

税
や
国
保
な
ど
役
所
の
窓
口
に
相
談
が

き
て
い
ま
す
。
離
職
票
も
出
て
い
な
い

の
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
も
対
応
で
き
な
い
、

医
療
保
険
が
使
え
る
の
か
も
定
か
で
な

い
。
日
本
の
制
度
の
詳
細
も
わ
か
ら
な

い
外
国
の
方
々
の
不
安
や
絶
望
。
不
安

な
年
越
し
を
さ
れ
た
は
ず
で
す
。 

市
役
所
等
ま
わ
り
、
支
援
体
制
が
で

き
て
い
る
の
は
確
認
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
市
に
は
監
督
責
任
が
な
い
た
め
、

労
働
基
準
監
督
署
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

指
導
を
待
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

な
の
に
対
応
に
奔
走
す
る
の
は
自
治
体

と
い
う
理
不
尽
さ
。 

 

大
き
な
看
板
を
市
役
所
前
に
掲
げ
て

労
働
者
を
集
め
て
い
る
企
業
と
し
て
恥

を
知
れ
と
言
い
た
い
。 

正
月
早
々
腹
が
立
っ
て 

な
り
ま
せ
ん
。 
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人
材
派
遣
会
社 

(

エ
ル
ピ
ー
ス
タ
ッ
フ)

は 

企
業
責
任
を
果
た
せ 

全
日
本
教
職
員
組
合
は
、
休
職
し
た

教
職
員
の
欠
員
補
充
が
で
き
な
い
な
ど
、

教
職
員
数
が
本
来
必
要
な
数
に
達
し
て

い
な
い
「
未
配
置
」
の
実
態
調
査
結
果

を
発
表
し
ま
し
た
。 

小
学
校
２
２
４
８
人
、
中
学
校
１
３

０
４
人
、
高
校
３
８
５
人
、
特
別
支
援

学
校
５
１
２
人
な
ど
。
産
育
休
代
替
の

欠
員
が
８
８
７
人
で
最
も
多
く
、
定
数

の
欠
員
が
８
７
７
人
、
病
休
代
替
の
欠

員
が
７
３
５
人
と
続
い
て
い
ま
す
。 

【
昨
年
１
０
／

１
時
点
で
の
調
査
】 

 生活保護の利用をためらう理由  

①保護を利用することは恥ずかしいことだ、というス

ティグマ（恥の意識）―これを政治が意図的に作り

上げてきたために、他国では普通に行える支援のハ

ードルが高くて相談しずらい。 

②親族に申請の事実が福祉課から告げられて経済的支

援ができないか打診されること（扶養照会）で、迷

惑がかかったり非難されるのが辛い。 

③車の所有が原則認められないため、生活に支障をき

たす。 
 

‘②の扶養照会は先に理由（関係の断絶･高齢・収入

が低い、援助できないことがわかっている等）を添え

申し出れば回避できます。親族に頼れないから申請に

きているのに、徒労に終わるばかりか逆に関係を悪く

してしまいます。③については｢車の保有が認められ

ている方の日常生活上の買い物などへの車の利用を妨

げない｣旨の事務連絡が国から自治体にありました。 

親族からの罵声か生活保護か、車か生活保護か、な

どという選択で、申請をあきらめることがないような

運用見直しは朗報です。 

就学援助の収入枠が広がっています。全国的にみる

と７人に１人が利用。(掛川は対象が広いのに半分程

度です。)入学前に申請すれば入学準備金（小学校５

万7060円・中学校６万3000円）も受けられます。 

憲法に基づく国民の権利保障のため 

に税金の再配分機能があるのです。困 

っている人を助けられないようなら国 

として失格です。 
 

学
校
の
先
生
の
未
配
置
４
７
３
９
人
の
危
機 

少
子
化
や
、
学
校
の
統
廃
合
な
ど
で

教
員
定
員
数
は
減
で
す
。
正
規
の
教
職

員
が
減
る
中
で
学
校
の
労
働
条
件
の
悪

さ
か
ら
離
職
や
病
休
が
増
え
て
い
ま
す
。

一
割
を
超
す
臨
時
採
用
に
も
人
は
集
ま

ら
ず
、
教
員
不
足
の
悪
循
環
を
起
こ
し

て
欠
員
が
急
増
し
て
い
ま
す
。 

残
業
代
も
出
さ
ず
働
か
せ
放
題
の
教

職
員
給
与
の
見
直
し
は
小
手
先
に
終
わ

り
根
本
的
な
改
革
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子

ど
も
の
権
利
保
障
の
た
め
に
も
ち
ゃ
ん

と
先
生
を
採
用
し
ま
し
ょ
う
。 

 

ち
ょ
っ
と
大
き
い
地
震
が
あ
る
た

び
に
「
〇
〇
原
発
は
△
△
し
て
い
ま

す
」
の
報
道
が
。
国
民
の
大
多
数
が

地
震
の
度
に
原
発
を
心
配
し
て
い
る

こ
と
の
表
れ
で
す
。 

南
海
ト
ラ
フ
地
震
想
定
震
源
域
の

真
上
に
建
つ
浜
岡
原
発
は
絶
対
に
再

稼
働
さ
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

 

 

 
 

 
 

 

    
 

 

        
 

      
 

   
 

  

市役所の花壇 

新春らしい装い 


